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袋井東小学校所蔵の文書東から見る用行義塾（その2) 
The New Information on the YOUKOIHL-GIJYUKU, the first elementary school in Fukuroi in the Meiji era, 










































































書の場所（文書疎工） 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 




























3-4 同上 I「学第一六号」の文書。 「明治ロ弐年六月ー日」付〔この文














































:3-9 文書N 3-7 0＋二年一月十九日 日曜日 
一 本月第三日曜日タルヲ以テ演説会執行ス
其演説者並ニ題目左ノ如シ 
養生談 	 田淵友治 
演説興スべキ説 三浦半平 

















書の場所（文書妬） 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 
















































































4-1 文書ぬ4-5 【「明治十三年二月／学務委員投票／山名郡国本村／戸長役場」 
と表紙に記された文書綴りの中に、 「学務委員投票開札点数」 
の結果が記されており、長坂幸得が 9 点で当選している。日向














4-2 同上 御届 
山名郡国本村 























書の場所（文書N) 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 






4-4 同上 就学届 
第十ー大区十一小区国本村 







































































































書の場所（文書Na) 原文の抜き書き等 ことから分かる用行義塾関連の事柄等 




























































4一 13 同上 【「明治十年十二月押／学齢連名簿／第拾壱大区十一小区／山
名郡／国本村」の表題がある名簿。但し表紙の次の 1枚目左端 
には「学齢調 















	 （明治10年末当時11才5 ケ月〕、 
四女に「足立すて」 
	 （明治H年10月当 
時5歳 5 ケ月）があったことも分かる。 
























































































は、明治 5年の用行義塾当時は 8 歳であ
り、学齢に適した年齢である。 
4-15 同上 ロロ以書付奉願上候 
一 金三百円 

























41 16 同上 【前略】 
右廃社境内上地書面之木数相当之代価ヲ以テ当学校教育居宅建
築用材＝御払下ケ奉願上候此段御採用被成下候様奉願上候也 

































書の場所（文書Na) 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 
















分かることは、この辞令が出る明治 10 年 
ii月 1日までは足立英三郎が、小区の「戸
長兼学校幹事」を勤めていたことである。 



















同 	 青木瞭三郎 
	
カ 	 オ 
同 	 大田国直 
世話係 日向謹作 
同 	 大草泰順 
同 	 増井安松 
同 	 西郷源次郎 























































書の場所（文書No) 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 



















41 24 同上 第十→大区十一小区 国本村 





























































































書の場所（文書No.) 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 
4一 26 
の続き 















































男  九七 人入 
広岡村 男四十六人





男女 三八 人人 
愛野村 男 三十人














男 十 人 
学齢以上 
就学ノ者 
男 五 人 
右村戸長 









4- 28 文書No.4-6 【明治 45年の校舎改築に関わる文書と思われる手書きの文書。 
年月日を示す情報が皆無だが、 「尋常高等小学校」を名乗って
いることから明治26年以降であることをまず特定できる。また、 
この文書の1枚目にある「女生徒便所建築費」の 370円 47銭が、 
別に存在している文書（文書No.4-3) の中で、明治 45年の改築
時予算内訳に記されている「女生便所」がまったく同額である
















書の場所（文書No'} 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 











4-30 同上 拝復来ル十ノ、日ノ、憲見有之候ニ付翌十九日、執行相成候様農産 
0方法ハ午前正九時ト申し候テモ父兄の参集覚東ナクト存しロ 
正午十二時位ニテハ如何ト存10児童の父兄ニハ学校ョリ御轟 














41 31 同上 明治三十六年十月現在
村会議員 
加藤豊蔵 
	 杉山東太郎 	 杉山徳三郎 	 鈴木七平 
三浦丈吉 	 増井久三郎 	 日向謹作 	 足立英三郎 




鈴木銀蔵 	 鈴木栄太郎 	 石川新作 	 小野伴三吉 
松下福次郎 	 清水重作 
	 高木度吉 	 鈴木忠次郎 
大橋覚次郎 
	 永田宇平 	 日向謹作 	 足立英三郎 












4- 32 同上 【明治 34年 3 月末頃のもので、学校と学校に関連する情報をま
とめた文書の中に次の記載がある。】 
村会議員姓名 
加藤豊蔵 	 清水重作 
	 足立英三郎 
	 鈴木栄太郎 
鈴木七平 	 鈴木銀蔵 	 杉山徳三郎 
	 小野伊三吉 





「翌年四月入学」C)文宇があり、当時も 33 年度末は 34 年 3 月














一， 	 ,＝上二一 丁袋井宿 堀越村 新池村 川井村 西嶋村 第十一学区 」芸にニ一m”算二」ュャI='2エ山’リノI'I」 	 口り固ノ」 研Jl 	 TF山 し松袋井村 西田村 彦島村 
第十二学区 
	 国本村 広岡村 愛野村 
第十三学区 	 高尾村 

































書の場所｛文書No 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 
5-2 
の続き 
文書Nth51 1 壱項 	 設置ノ目的 
弐項 	 位置 
三項 	 学科学期課程試験法入学退学ノ規則休日授 
四項 	 業料生徒心得生徒罰則寄宿舎規則 
【原物でも三・四項の区別が不明確な表記になっている】 
五項 	 教員等職務心得 
六項 	 敷地建物 
七項 	 経費収入支出 
八項 	 所属ノ町村 
九項 	 教員等人員並俸額 
十項 	 名称 
十一項 	 教科用書及器械 
十二項 
	 生徒ノ員数 






























寄宿舎規則」 「一 教員等職務心得」 「ー 教員等人員」 「― 
教員俸給」 「一 教員学カ品行及履歴」 「一 生徒員数」 「一 




































































学齢 篇百何拾人 I 」ー『‘」ー、 
内 
'm」コ一’”」口ハ 癖何百人 

























































'I『」「ュハ 	 「 1女何千人 
	
何宿 	 何村 	 何村 
何町 
何村戸長 何 之 誰 印
何村戸長 何 之 誰 印
学区取締何 之 誰 印















































































丙等証書 	 宮本重次郎 	 同 	 天野久恒 
二十五年 	 井八年十―月 
























































書の場所（文書No.) 原文の抜き書き等 ここから分かる用行義塾関連の事柄等 
5-10 
の続き 
文書No.5 一 2 【承前】 
久津避 下ノ六 足立潤平 
	 同 	 足立庄三郎 
同 	 下ノ八 原田菊次郎 
	 同 	 増井和三郎 
久津轟 下ノ六 	 青木瞭三郎 	 同 	 足立愛吉 
同 	 木住林太郎 	 同 下ノ七 	 足立五郎作 
同 	 日向いち 	 同 下ノ八 	 足立章三 
同 	 阿部五六郎 
	 同 	 大須賀才治 
久津遊 下ノ六 丸尾治平 
	 同 下ノ七 	 金原源次郎 



































































回の調査で発見された文書情報No.3 - 12、及び 3 - 13 から、 
明治 14年の移転直前に、複数の教室をやりくりしながら
運用している時期があったことが判明した。教室だけでは











(1)（その1）の表 7で示した通り、『竣工記念 袋井東小学 
校のあゆみ』（本研究では『あゆみ』と略す。昭和 52 年 3 




















大学紀要』第24 巻、2016年）の「(3-3) 教室は 1つ」を参
照のこと。 
静岡理工科大学紀要 93
